
      

　
三
沢
の
県
種
畜
場
跡
地
で
行
わ
れ
て
い

る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
（
変

更
）
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。 

▼
縦
覧
期
間
　
７
月
９
日
（
月
）
〜
23
日

　

（
月
）
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　(

土
・
日
祝
日
を
除
く
） 

▼
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
内

　
線
３
３
２
） 

   

　
パ
ソ
コ
ン
基
礎
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
学
び
就
労
に
結
び

つ
け
ま
す
。 

▼
期
間
　
９
月
11
日
（
火
）
〜
14
日
（
金
） 

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
４
時

　
45
分
（
４
日
間
延
べ
24
時
間
） 

▼
会
場
　
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
　
能
力
開

　
発
室
（
久
留
米
市
諏
訪
野
町
１
８
３
０

　
‐
６
☎
３
０
・
７
８
０
０
） 

▼
受
講
資
格
　
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡

　
婦
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
母
子
家
庭

　
等
就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に
求
職
登

　
録
し
て
い
る
人 

▼
受
講
料
　
無
料
※
但
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
３
、
０
０
０
円
程
度
自
己
負
担 

▼
定
員
　
10
人
（
書
類
選
考
、
定
員
超
の

　
場
合
抽
選
、
応
募
者
10
人
未
満
の
場
合

　
中
止
） 

▼
託
児
　
有
（
要
予
約
、
１
〜
６
歳
の
就

　
学
前
対
象
） 

▼
申
込
締
切
　
８
月
３
日
（
金
）
必
着 

　
※
申
込
書
は
市
福
祉
課
社
会
福
祉
係
に

　
有
り
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
母
子

　
寡
婦
連
合
会
　
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

　
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
８
１
６
‐
０
８

　
０
４
春
日
市
原
町
３
‐
１
‐
７
ク
ロ
ー

　
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号
☎
０
９
２
・

　
５
８
４
・
３
９
３
１
） 

   

　
示
談
書
・
損
害
賠
償
請
求
書
等
の
作
成

お
よ
び
保
険
請
求
手
続
な
ど
に
つ
い
て
の

相
談
会 

▼
日
時
　
７
月
21
日
（
土
）
／
午
前
10
時

　
〜
午
後
４
時 

▼
会
場
　
サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米 

※
予
約
不
要
、
直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
行
政
書
士
会

　
福
岡
市
博
多
区
千
代
４
丁
目
２
９
‐
４

　
６
ア
ス
ト
ー
ル
博
多
ビ
ル
２
階
☎
０
９

　
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１
フ
ァ
ク
ス
０

　
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
３ 

   

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
科
学
の
公
園
」
で
は
、

福
岡
県
の
委
託
事
業
に
よ
り
日
常
的
に
子

ど
も
た
ち
が
科
学
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き

る
よ
う
、
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
、

企
業
な
ど
の
依
頼
に
応
じ
、
県
内
各
地
へ

出
向
く
「
出
前
科
学
実
験
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
科
学
実
験
、
科
学
工
作
教
室
、

自
然
観
察
、
天
体
観
察
な
ど
多
彩
な
メ
ニ

ュ
ー
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実

験
材
料
等
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
「
科
学
の
公
園
」
が
負
担
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
申
込
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
県
商
工
政
策
課
☎
０

　
９
２
・
６
４
３
・
３
４
１
５ 

   
　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉

の
仕
事
を
希
望
す
る
人
、
福
祉
に
関
心
の

あ
る
人
等
を
対
象
に
「
福
祉
の
職
場
合
同

就
職
面
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
求
人
情

報
が
あ
る
福
祉
施
設
等
が
参
加
し
、
個
別

に
面
談
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
に
関

す
る
資
格
や
就
職
相
談
等
を
行
い
ま
す
。 

▼
日
時
　
８
月
３
日
（
金
）
午
前
10
時
30

　
分
〜
午
後
４
時
　
※
受
付
午
前
10
時
〜

　
午
後
３
時 

▼
会
場
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市

　
原
町
３
‐
１
‐
７
）
※
公
共
交
通
機
関

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
前
） 

▼
概
要
　
福
祉
施
設
等
と
求
職
者
と
の
面

　
談
・
福
祉
関
係
資
格
相
談
・
求
職
相
談
・

　
母
子
家
庭
等
求
職
相
談
・
授
産
施
設
（
Ｓ

　
Ｅ
Ｌ
Ｐ
）
商
品
の
展
示
販
売 

▼
対
象
　
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
就
職
希

　
望
者
お
よ
び
平
成
20
年
３
月
卒
業
予
定

　
の
学
生
（
高
校
生
の
参
加
は
不
可
） 

▼
託
児
　
有
（
７
月
20
日
（
金
）
ま
で
に

　
予
約
、
生
後
５
か
月
〜
就
学
前
対
象
） 

▼
参
加
方
法
　
事
前
の
申
込
不
要
。
参
加

　
費
無
料
。
求
人
者
と
の
面
談
が
で
き
ま

　
す
の
で
、
履
歴
書
を
複
数
ご
用
意
く
だ

　
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
社
会
福
祉
協

　
議
会
　
人
材
・
情
報
課
☎
０
９
２
・
５

　
８
４
・
３
３
１
０ 

    

　
働
き
続
け
る
女
性
の
悩
み
や
不
満
に
解

決
の
糸
口
を
与
え
、
働
く
あ
な
た
を
応
援

す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。 

▼
講
師
　
安
藤
さ
ゆ
り
さ
ん
（
ワ
ー
ル
ド

　
グ
レ
ー
ス
フ
ル
カ
ラ
ー
協
会
所
属
キ
ャ

　
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
） 

▼
日
時
　
７
月
20
日
（
金
）
／
午
後
７
時

　
〜
９
時 

▼
会
場
　
福
岡
県
久
留
米
総
合
庁
舎
（
久

　
留
米
市
合
川
町
１
６
４
２
‐
１
） 

▼
定
員
　
30
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

　
選 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
締
切
日
　
７
月
11
日
（
水
） 

※
託
児
　
有
（
無
料
、
要
予
約
） 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
筑
後

　
労
働
福
祉
事
務
所
☎
３
０
・
１
０
３
４

　
フ
ァ
ク
ス
３
０
・
１
０
２
５ 

   
▼
試
験
日
　
10
月
21
日
（
日
） 

▼
試
験
地
　
福
岡
市
・
北
九
州
市
・
太
宰

　
府
市
・
久
留
米
市 

▼
申
込
書
配
布
期
間
　
７
月
31
日
（
火
）

　
ま
で 

▼
申
込
書
配
布
場
所
　
（
財
）
福
岡
県
建

　
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
本
部
・
北
九
州
事
務

　
所
・
筑
後
事
務
所
、
福
岡
県
建
築
指
導

　
課
、
各
土
木
事
務
所
建
築
指
導
課
ほ
か 

▼
申
込
方
法 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
（
７
月
17
日
（
火
）

　
午
後
９
時
59
分
ま
で
） 

・
郵
送
受
付
（
７
月
31
日
（
火
）
消
印
有

　
効
） 

※
持
参
に
よ
る
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
（
財
）
福
岡
県
建
築

　
住
宅
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・
７
３
７
・

　
８
０
１
３ 

   

　
お
ト
ク
な
６
枚
き
っ
ぷ
乗
車
券
に
キ
リ

ン
ビ
ア
フ
ァ
ー
ム
10
周
年
サ
ー
ビ
ス
券
を

セ
ッ
ト
に
し
た
商
品
を
発
売
し
ま
す
。 

▼
名
称
「
甘
鉄
に
乗
ろ
う
よ
!!
６
枚
き
っ

　
ぷ
」
（
特
典
）
運
賃
１
、
２
０
０
円
分

　

（
１
枚
２
０
０
円
×
６
枚
）
を
１
、
０

　
０
０
円
。
さ
ら
に
キ
リ
ン
ビ
ア
フ
ァ
ー

　
ム
10
周
年
サ
ー
ビ
ス
券
（
お
食
事
代
２

　
割
引
）
が
付
き
ま
す
。 

▼
数
量
　
１
、
０
０
０
セ
ッ
ト
限
定 

▼
発
売
期
間
　
９
月
30
日
（
日
）
ま
で 

▼
販
売
場
所
　
甘
鉄
小
郡
駅
、
甘
鉄
甘
木

　
駅 

※
郵
送
申
込
の
場
合
は
、
返
信
用
封
筒
に

　
80
円
切
手
を
貼
り
、
郵
便
小
為
替
ま
た

　
は
現
金
書
留
で
郵
送
の
こ
と
。 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
甘
木
鉄
道
株

　
式
会
社
〒
８
３
８
‐
０
０
６
８
朝
倉
市

　
甘
木
１
３
２
０
番
地
☎
０
９
４
６
・
２

　
３
・
１
１
１
１ 

 

県
種
畜
場
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
変
更
縦
覧
に
つ
い
て 

母
子
家
庭
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講

習
会 

行
政
書
士
に
よ
る 

交
通
事
故
無
料
相
談
会 

「
出
前
科
学
実
験
」
申
込
募
集
中 

福
祉
の
職
場
合
同
就
職
面
談
会 

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格
試
験 

甘
木
鉄
道
応
援
き
っ
ぷ
発
売
！ 

働
く
女
性
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー 

「
色
は
私
の
力
に
な
る
〜
対
人
力

　
に
磨
を
か
け
る
〜
」
　 

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 
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県
で
は
、
民
間
企
業
で
多
様
な
職
務
経

験
を
積
ん
だ
優
秀
な
人
材
を
求
め
て
い
ま

す
。 

▼
試
験
区
分
　
行
政 

▼
採
用
予
定
数
　
６
人
程
度 

▼
受
験
資
格
　
①
昭
和
47
年
４
月
２
日
〜

　
昭
和
53
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
　
②

　
民
間
企
業
等
に
お
け
る
職
務
経
験
を
５

　
年
以
上
有
す
る
人 

▼
第
１
次
試
験
日
　
９
月
２
日
（
日
） 

▼
試
験
方
法
　
教
養
試
験
、
論
文
試
験 

▼
受
付
期
間
　
７
月
23
日
（
月
）
〜
８
月

　
３
日
（
金
）
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場

　
合
は
７
月
31
日
（
火
）
ま
で 

▼
申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
郵
送

　
ま
た
は
持
参 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
　
県
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ネ
ッ
ト
申
請
・
様
式
案

　
内
」
に
ア
ク
セ
ス
。
詳
細
は
「
県
職
員

　
採
用
試
験
」
の
中
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト
申
込
み
の
方
法
に
つ
い
て
」
を
確
認 

・
郵
送
の
場
合
　
必
ず
配
達
記
録
郵
便
で

　
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
簡
単
に
申
込
が

　
で
き
ま
す
の
で
、
可
能
な
人
は
で
き
る

　
だ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
ん
で
下

　
さ
い 

※
試
験
案
内
・
申
込
書
の
入
手
方
法
や
試

　
験
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
人
事

　
委
員
会
事
務
局
任
用
課
〒
８
１
２
‐
８

　
５
７
７
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７
‐
７

　
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
９
５
６
、
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　h
ttp
://w
w
w
.p
ref.fu

ku
o
ka.lg.jp

/ 
   

    

　
県
で
は
中
高
年
求
職
者
を
対
象
と
し
た

再
就
職
成
功
へ
の
実
践
講
座
を
開
催
し
ま

す
。 

　
３
か
月
で
就
職
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
提
供
と
活
動
支
援
。
専
門
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
二
人
三
脚
で
再
就
職
に
挑
戦
し

ま
せ
ん
か
。 

▼
対
象
者
　
概
ね
35
歳
以
上
60
歳
未
満
の

　
求
職
者
（
県
内
在
住
） 

▼
受
付
期
間
　
12
月
ま
で
随
時
受
付 

▼
説
明
会
　
毎
週
火
曜
日
に
県
内
４
地
区

　
で
開
催
（
久
留
米
市
　
第
３
週
） 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県
再
就
職
サ

　
ポ
ー
ト
事
務
局
☎
０
９
２
・
４
１
５
・

　
１
７
９
１ 

     

　
花
立
山
の
自
然
を
守
る
た
め
、
里
山
保

全
作
業
を
行
い
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

▼
日
時
　
７
月
15
日
（
日
）
／
午
前
８
時

　
〜
９
時 

※
雨
天
予
備
日
　
７
月
16
日
（
祝
） 

▼
場
所
　
城
山
公
園
駐
車
場 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
く
ろ
つ
ち
会
館
☎
７

　
３
・
２
７
６
８ 

   

▼
日
時
　
７
月
21
日
（
土
）
／
午
後
８
時

　
〜
９
時
30
分 

※
天
体
観
望
会
は
毎
月
第
３
土
曜
日 

※
星
が
見
え
な
い
天
候
で
も
、
ビ
デ
オ
上

　
映
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

※
８
月
の
太
陽
観
望
会
は
８
月
５
日
第
１

　
日
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
で
す
。 

▼
会
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
旧
七
夕

　
会
館
）
天
体
ド
ー
ム 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
課
学
習
推

　
進
係
（
内
線
５
２
３
） 

   

　
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
地
域
、
一
般

に
公
開
し
、
地
域
の
人
と
交
流
を
深
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
催
し
も
あ

り
ま
す
の
で
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
７
月
21
日
（
土
）
／
午
前
10
時

　
〜
午
後
２
時
30
分 

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先
　
高
尾
看
護
専

　
門
学
校
☎
７
３
・
２
７
６
７
（
担
当
萩

　
尾
） 

    

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

〜
小
郡
市
社
会
福
祉
協
議
会
〜 

●
一
般
寄
付
（
敬
称
略
） 

○
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
「
家
庭
倫
理
の

　
会
」
両
筑
代
表
　
福
田
昌
利 

○
匿
名 

○
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
小
郡 

●
香
典
返
し
寄
付
（
敬
称
略
） 

○
新
町
・
阿
部
義
征
（
亡
母
通
子
） 

○
下
鶴
・
後
藤
感
二
（
亡
母
ト
キ
エ
） 

○
上
町
・
鳥
越
國
子
（
亡
夫
定
利
） 

○
希
み
が
丘
・
河
村
ユ
キ
子
（
亡
夫
学
） 

○
二
夕
・
酒
井
愼
一
（
亡
妻
秀
子
） 

○
寺
福
童
・
木
村
熊
雄
（
亡
母
ミ
ツ
ヨ
） 

○
下
西
・
田
中
直
子
（
亡
夫
猛
郎
） 

 

花
立
山
「
里
山
」
保
全
作
業 

７
月
の
天
体
観
望
会
「
木
星
の
し

ま
模
様
」 

３
か
月
で
就
職
を
目
指
す
！ 

再
就
職
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者

募
集 

高
尾
看
護
専
門
学
校
祭 

テ
ー
マ｢

広
げ
よ
う
こ
こ
ろ
の
輪｣ 

福
岡
県
職
員
民
間
企
業
等
職
務
経

験
者
採
用
試
験 

イ
ベ
ン
ト 

イ
ベ
ン
ト 

お
　
　
礼 

お
　
　
礼 

２００７年度七夕・あすばる人権出前考座

あすばる出前講座

11月21日(水) 東野校区公民館ＤＶについて考える（仮題）
佐賀県ＤＶ対策総合センター
原健一さん

日　時 テーマ（予定） 講　師 会　場

●問い合わせ先　人権･同和教育課（内線５３２）　　※託児あります

7月25日(水)/午後7
時30分〜9時

8月26日(日)/午後1
時30分〜3時30分

9月5日(水)/午後7時
30分〜9時

10月9日(火)/午後7
時30分〜9時

11月14日(水)/午後7
時30分〜9時

12月4日(火)/午後7
時30分〜9時

1月27日(日)/午後1
時30分〜3時30分

人権教育啓発センター

三国校区公民館

くろつち会館

御原校区公民館

のぞみが丘生楽館

東野校区公民館

生涯学習センター

人権考座「人権教育の広がりと深ま
りを求めて」

人権考座・実技「人権の視点を読み
聞かせの中に」〜絵本の中の男の子・
女の子の描かれ方〜

人権考座　小郡市の「人権のまちづ
くり」〜10年の歩みの中から〜

人権考座「中高年パワーがまちを創
る」

人権考座「部落差別は、今・・・」
〜問われているのは大人の感性〜

人権コンサート　人権を唄う

人権劇とフリートーク「蒔かんと生えん」

福岡県教育委員会人権同和教育課
原口一夫さん

まどかぴあ図書館長
川島久美子さん

小郡校区「人権のまちづくり」推進
委員

福岡県子育てアドバイザー
高田悦也さん

部落解放同盟福岡県連合会人権対策
部長　福永謙二さん

久留米大学非常勤講師
山下恭平さんｗｉｔｈ「かいごす」

たがわ21女性会議
ま は
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募集
○募集人数　３人
○応募資格　①小郡市在住または通勤通学され
ている人で18歳以上の女性（未婚・既婚を問わず。
高校生は不可）②１年を通して小郡のＰＲ活動
および各種行事（年10回程度）に参加できる人
○任期　１年
○賞金　15万円
○応募締切　７月17日（火）
○申込方法　便箋などに住所、氏名、年齢、生
年月日、連絡先を記入し、本人を確認できる写
真を同封のうえ、小郡市商工会青年部事務局ま
で持参または郵送してください。申込用紙は事
務局にもあります。
非公開オーディション
○日時　７月29日（日）午前10時
○場所　小郡市商工会館

申込・問い合わせ先
小郡市商工会青年部事務局
〒８３８−０１４４
小郡市祗園１−６−２☎７２−４１２１

●対象者　次の要件を満たす人
　①平成19年４月１日現在満20歳以上63歳未満
　②年金相談等窓口業務に積極的に参画し、行
　　動力のある人
●勤務内容　小郡市国保年金課医療･年金係に
　勤務し、年金相談、年金制度の趣旨普及およ
　び啓発、その他年金に関する業務
●募集人員　嘱託職員（非常勤）１人
●給与　月額142,100円
※健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険あ
　り
●任用期間　８月１日〜平成20年３月31日
●勤務条件　週４日勤務
●申込締切　７月20日(金)
●申込方法　市販の履歴書１通を国保年金課医
　療・年金係に持参
●試験内容　面接･作文
※試験日時、会場等は後日、本人に通知します

●問い合わせ先　国保年金課医療・年金係
　☎７２−２１１１（内線４２３）

第５回高齢者調理教室
高齢者社会での男性の自立を目指して、心と身体の健康のための料理や調理方法を小郡市学校給食
課の職員が紹介します。短時間で誰でもできる料理です。
●日時　８月25日（土）　１０：３０〜１４：００
●会場　総合保健福祉センター　「あすてらす」
●対象　60歳以上の男性
●定員　20人（先着順）定員になり次第締め切らせていただきます。
●申込方法　電話またはファクス（小郡市学校給食課で受け付けます。）
●締切日　８月７日（火）
●参加費　５００円（材料費を含みます。）
●申込・問い合わせ先
　小郡市学校給食課
　小郡市大保１４７６（大原小学校となり）
　☎７２−４６１０
　ファクス７２−４６１９

７月は河川愛護月間です
推進標語「川が好き　川にうつった　空も好き」

　最近の河川は、生活廃水やゴミの不法投棄などにより水質の悪化が問題となってきています。
　県では市町村やその他の関係機関の協賛を得て「河川愛護月間」を定め、河川愛護月間事業を実
施しますので、住民の皆さんには次のことについてご協力をいただきますようお願いします。
①河川にゴミ、空き缶、空きビン等やし尿等を捨てたり、流したりしないこと。
②河川の堤防や敷地内の芝生や砂利を無断で取ったり、植樹をしたり、耕作をしたり、建物等の工
　作物を作ったりしないこと。
③河川敷内で野焼きをしないこと。
④河川に無断で橋を架けたり、土管を埋設したり、また水路にふたをしたり、埋め立てることなど
　をしないこと。
⑤河川・溜池・水路・井堰周辺などは、水の利用や排水に備えて、水たまりや流れに支障のないよ
　うにすること。
⑥石けんや無リン洗剤の適正使用に心がけること。

問い合わせ先　福岡県土木部河川課管理係☎０９２−６４３−３６６７

第30回織姫オーディション2007 小郡市年金相談員嘱託職員募集
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平成19年度施設見学会『県政バス・アプローチ号(夏休み親子教室)』参加者募集平成19年度施設見学会『県政バス・アプローチ号(夏休み親子教室)』参加者募集
小学生の皆さんや保護者の方が参加できる楽しい見学やイベントを企画しています！

（１）応募資格　県内在住の小学生と保護者（性別は問いませんが、保護者は１人に限ります。）

（２）募集人数　各出発地45人程度 (応募多数の場合は抽選となります。)

（３）応募方法　往復はがき、ファクス、ネット申請、電子メールのいずれかで、下記の必要事項を記

　　　　　　　入の上、お申込みください。※１回の申し込みにつき、４人まで応募できます。同行

　　　　　　　者の氏名（ふりがな）、年齢(小学生は年齢と学年)、性別も記載してください。

　　　　　　　①住所、②氏名（ふりがな）、③年齢、④性別、⑤電話番号、⑥出発地または希望日　

（４）応 募 先　《は　が　き》　〒８１２−８５７７（住所記載不要）福岡県県民情報広報課広聴係

　　　　　　　《フ ァ ク ス》　０９２−６４３−３１０７

　　　　　　　《ネット 申請》　http://www.shinsei.pref.fukuoka.lg.jp　　　   　                  　　　

　　　　　　　《電子 メール》  approach@pref.fukuoka.lg.jp

（５）参加費用　無料（昼食は各自持参してください。）

（６）応募締切　７月20日(金)当日必着

（７）抽選結果　７月27日(金)までに通知します。

（８）問い合わせ先　福岡県総務部県民情報広報課広聴係☎０９２−６４３−３１０３

ご存知ですか！自動車事故被害者援護制度

交通遺児等育成資金
　独立行政法人自動車事故対策機構では、保護

者が自動車事故で死亡、または重度の後遺障害

（自賠法3級以上）となった被害者の家庭の遺児

などの健全な育成を図るため、育成資金の無利

子貸付けを行っています。

●貸付対象者　０歳〜中学校卒業までの児童・生徒

●貸付金　一時金　１５万５千円

　　　　　月額　２万円

　　　　　入学支度金　４万４千円

●貸付期間　貸付決定月から中学校卒業まで

●返還方法　20年以内の均等払い（月払い）

　　　　　　（高校・大学への進学者はその間

　　　　　　返還猶予）

重度後遺障害者への介護料支給
　自動車事故により、脳・脊髄または胸腹部臓

器に損傷を受け、常時または随時の介護を必要

とする重度後遺障害者を抱える家族の精神的・

肉体的並びに経済的負担の軽減を図るため、介

護料を支給しています。

●支給対象者　自賠責保険（共済保険）の等級

●介護料　　　月額①58,570円〜136,880円

　　　　　　　　　②29,290円〜54,000円

※介護に要する費用（訪問看護・介護用品購入

等）の負担に応じて、上限額までの範囲内で支

給します。

問い合わせ先　独立行政法人自動車事故対策機構　福岡主管支所　☎０９２−４５１−７７５１

8月3日(金)

8月8日(水)

8月22日(水)

8月24日(金)

西鉄久留米駅／午前9時30分

出発・午後3時30分到着

ＪＲ小倉駅／午前9時出発・

午後4時45到着

ＪＲ博多駅／午前9時30分出

発・午後3時30分到着

ＪＲ新飯塚駅／午前9時出発・

午後4時30分到着

・緑化センター

・水産海洋技術センター内水面研究所

・消防学校

・アクシオン福岡

・農業総合試験場

・工業技術センター化学繊維研究所

・平尾台自然観察センター

・新北九州空港

実施日 出発地・時間（予定） 見　学　先

①

常時介護

②

随時介護

「第１級１号」または

「第１級２号」

「第２級１号」または

「第２級２号」

「第１級３号」または

「第１級４号」

「第２級３号」または

「第２級４号」

種別 Ｈ14.4.1以降の事故 Ｈ14.3.31以前の事故
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●問い合わせ先　小郡市子育て支援センター

☎73-5041

メールアドレス　ogorisi.kosodate5041@izm.bbiq.jp

ホームページ　http://www1.bbiq.jp/ogori.kosodate/

のびのび教室は、親子ふれあい遊びを通しての仲間作りの場です。

今回は、ミニうんどうかいを開催しました。親子でかけっこや玉いれ、サーキットでは、ながーい
トンネルや鉄棒、とび箱などにもチャレンジ！！みんなで元気いっぱい楽しみました♪

　子育て中の方が安心して子育て出来るように支援する、ボランティアの養成のための講座を
行ないました。週１回開催される全８回の講座に、受講者全員意欲的に参加されました。
　今後は、のびのびオープンルームやつどいの広場などで活動していく予定です！

　小郡市内の発掘調査で出土した金属製品や木製品を中心

に展示します。

　出土品は、何千年ものあいだ、土のなかにあるので、ボロボ

ロになっており、すぐに壊れます。

　そのため、考古学にもお医者さんがいて、よわい出土品を

まもるためにいろんな治療が行われています。

　今回は、実際行われた出土品の治療や手術の様子を簡単に

紹介したいと思います。

　上の写真は小郡市寺福童遺跡から出土した青銅製の武器

の保存処理の様子。下はそのレントゲン写真。

【会期】　７月28日（土）〜９月17日（祝）（休館日除く）

　　　　観覧料は無料です。

【会場】　古代体験館おごおり（小郡市埋蔵文化財調査

　　　　センター）展示室　　☎７５−７５５５

＊子育て支援ボランティア養成講座＊
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3,530

7,050

10,580

14,100

6206

6197

19

　20歳代の人で所得は少ないが、所得が一定額

以上の世帯主（親など）と同居している場合に

は、保険料免除対象とはなりませんでした。

　この「若年者納付猶予制度」では、30歳未満

の人で本人および本人の配偶者の所得が一定額

以下の場合は、申請により月々の保険料が猶予

されます。

時

配偶者・子ども２人を扶養

わ
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１９

(夫婦子ども2人／子の1

人は16歳以上23歳未満)

人

人

人

人

人

・４分の３免除・４分の１免除
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あなたの年金記録をもう一度チェックさせて下さい

〜被保険者・年金受給者の皆様へ〜

厚生労働省・社会保険庁

◆平成９年の基礎年金番号の導入以前には、転職や転居等により、お１人が

複数の年金番号を持つ場合も生じていましたが、１人１番号の基礎年金

番号を用いて、年金記録の確認を簡易・迅速に行えるようにしました。

◆これまで、記録を結びつけるための照会を全被保険者に行い、また、年金

の請求時にもご本人に確認してきましたが、まだ約５０００万件（平成１

８年６月）の記録が、基礎年金番号に結びつけられていません。この未統

合の記録は大切に保管されていますが、そのままでは年金支給に結びつ

かなくなるおそれがあります。

◆被保険者・年金受給者の皆さんには、基礎年金番号に結びつけられている

加入履歴を、順次送付します。疑問がある場合は、お問い合わせください。

◆５０００万件の記録を、被保険者・年金受給者の記録と、突き合わせ、未統

合の記録がある可能性のある人には、お知らせします。

◆社会保険庁や市町村に記録がない場合には、領収書等の証拠がなくても、

銀行通帳の出金記録、元雇用主の証言などを根拠として、第三者委員会で

判断してもらう仕組みを作ります。

◆５年の時効を超えた場合でも、全額お支払いできるようにする特別立法

が国会に提出されています。

お客様からのお問い合わせには真摯に対応します

　　◆社会保険事務所の専用窓口にお問い合わせください

　　◆電話でのお問い合わせは、「ねんきんダイヤル」まで

　　　☎０５７０−０５−１１６５またはフリーダイヤル０１２０−６５７８３０

　　◆インターネットのＩＤ・パスワード方式による年金加入履歴の取得をご利用

　　　ください。（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｉａ．ｇｏ．ｊｐ）

○この度の年金記録をめぐる問題については、大変ご心配をおかけしておりま

　すことを、心よりお詫び申し上げます。

○基礎年金番号にまだ統合されていない年金記録も、大切に保管しています。

○年金記録問題への新対応策を進めます。

ロ ウ ゴ ナ ヤ ミ ゼ ロ
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国保税
は国保の大切な財源です国保税
は国保の大切な財源です

納税通知書が届いたぞ！

保険税額は世帯ごとに違う

んだってね。どうやって

決めているんだろう。

★
保
険
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の
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め
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が
健
全
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

  

　
そ
の
年
に
予
測

さ
れ
る
医
療
費
か

ら
、
病
院
な
ど
で

支
払
う
一
部
負
担

金
や
国
な
ど
か
ら

の
補
助
金
を
差
し

引
い
た
分
が
、
保

険
税
の
総
額
と
な

り
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
保
険
税
の
総
額
を
３
つ
の
項
目

（
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割
）
に
割
り
振

り
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
１
世
帯
ご
と

の
保
険
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。
40
歳
以
上
65

歳
未
満
の
人
（
介
護
保
険
の
第
２
号
被
保
険

者
）
の
介
護
保
険
分
も
同
様
に
決
め
ら
れ
、

国
保
の
保
険
税
（
医
療
保
険
分
）
と
合
わ
せ

て
納
め
ま
す
。 

 

　
国
民
健
康
保
険
税
（
医
療
保
険
分
） 

●
所
得
割
　
所
得
に
応
じ
て
計
算 

　

（
所
得
金
額
‐
33
万
円
）
×
９
・
０
％ 

●
均
等
割
　
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算 

　
加
入
者
数
×
２
８
、
０
０
０
円 

●
平
等
割
　
１
世
帯
に
い
く
ら
で
計
算 

　
１
世
帯
当
た
り
２
８
、
８
０
０
円 

※
今
年
度
よ
り
医
療
保
険
分
の
最
高
限
度
額

は
56
万
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
（
昨
年
度
は

53
万
円
）
。 

　
国
民
健
康
保
険
税
（
介
護
保
険
分
） 

●
所
得
割
　
所
得
に
応
じ
て
計
算 

（
所
得
金
額
‐
33
万
円
）
×
１
・
１
％ 

●
均
等
割
　
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算 

　
加
入
者
数
×
６
、
３
０
０
円 

●
平
等
割
　
１
世
帯
に
い
く
ら
で
計
算 

　
１
世
帯
当
た
り
３
、
７
０
０
円 

※
介
護
保
険
分
の
最
高
限
度
額
は
９
万
円
で

　
す
。 

※
保
険
税
を
正
し
く
算
定
す
る
た
め
に
、
ま

　
た
所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
割
合
な
ど
が

　
決
ま
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
所
得
の
申

　
告
を
し
ま
し
ょ
う
。 

   

　
保
険
税
は
、
他
の
市

町
村
か
ら
転
入
し
て
き

た
と
き
な
ど
、
国
保
の

資
格
を
得
た
月
の
分
か

ら
発
生
し
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
５
月
に
会

社
を
や
め
て
８
月
に
国

保
加
入
の
届
け
出
を
し

た
場
合
、
保
険
税
は
届

け
出
を
し
た
８
月
分
か

ら
で
は
な
く
、
加
入
資

格
が
発
生
し
た
５
月
分

か
ら
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 
　
保
険
税
の
納
期 

　
小
郡
市
の
国
保
税
の
納
期
は
、
７
月
か
ら

翌
年
の
２
月
ま
で
の
計
８
期
で
す
。
よ
っ
て
、

当
年
度
分
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
分
）

を
８
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。 

  

  

　
保
険
税
を
納
め
る
義
務
は
世
帯
主
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し

て
い
な
く
て
も
、
世
帯
の
中
に
１
人
で
も
国

保
加
入
者
が
い
れ
ば
、
納
税
通
知
書
は
世
帯

主
に
送
ら
れ
ま
す
。 

※
平
成
19
年
度
の
納
税
通

知
書
は
、
７
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す
。 

  

　
特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ

ま
す
。 

①
　
督
促
　
納
期
ま
で
に
保
険
税
が
納
付
さ

　
れ
な
い
場
合
、
督
促
状
が
送
付
さ
れ
、
延

　
滞
金
な
ど
を
徴
収
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

②
　
短
期
保
険
証
の
交
付
　
有
効
期
間
の
短

　
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
を
交
付
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。 

③
　
資
格
証
明
書
の
交
付
　
さ
ら
に
滞
納
が

　
続
く
と
、
保
険
証
の
代
わ
り
に
「
被
保
険

　
者
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の

　
場
合
、
医
療
費
は
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負

　
担
と
な
り
ま
す
。 

④
　
給
付
の
制
限
　
保
険
給
付
の
全
部
ま
た

　
は
一
部
を
差
し
止
め
ま
す
。
ま
た
、
保
険

　
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
滞
納
し
て
い

　
る
保
険
税
に
あ
て
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

※
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
。
市
内
の
指
定
金
融
機
関
で
手
続
き

　
で
き
ま
す
。 

※
ど
う
し
て
も
納
付
が
難
し
い
と
き
は
、
申

　
請
に
よ
り
分
割
納
付
な
ど
も
で
き
ま
す
の

　
で
、
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
早
め
に
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。 

★
問
い
合
わ
せ
先
　
国
保
年
金
課
国
保
係 

　
内
線
４
２
４
・
４
２
５ 
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　９期目となります“サマースクール”を、この夏休みにも開催

します。障害のある小・中学生及び高校生を対象に、レクリェー

ション活動を通して障害児同士やボランティアとの交流、また、

保護者の交流も深めていきます。その参加者・ボランティアス

タッフを募集します。

　●日　　時　　８月６日（月）〜８日（水）および２０日（月）、２１日（火）

　　　　　　　　の５日間で、いずれも午前９時から午後３時まで

　●会　　場　　総合保健福祉センター「あすてらす」

　　　　　　　　多目的ホールほか

　●主　　催　　グローカルネットワークおごおり
　　※サポネットおごおり、こぐま福祉会、市社会福祉協議会および市福祉課の４者によるネットワークです。

≪参 加 者≫

　●対 象 者　　市内在住の障害のある小・中学生および高校生（就学児）

　●参 加 費　　６００円／日

　　　　　　　　（※昼食、水筒、着替え、タオルなどが必要です）

　●定　　員　　２０人

　　　　　　　　（※応募多数の場合は抽選、７月２０日以降に連絡します）

≪ボランティアスタッフ≫

　●対 象 者　　障害児（者）福祉に関心のある高校生以上の人

　●募集人員　　４０人（※昼食は準備します）

≪申込締切≫

　参加者・ボランティアスタッフとも７月２０日（金）まで。

≪説 明 会≫

　参加者の保護者・ボランティアスタッフとも７月２９日（日）午前に

　行います。

≪申 込 先≫

　小郡市障害者生活支援センター サポネットおごおり（あすてらす内）

　☎兼ファクス 72-3175　〒838-0126 小郡市二森1167-1

　※来所または電話・ファクスでお申込みください。
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―
す
べ
て
の
人
が
共
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
―

―
す
べ
て
の
人
が
共
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
― 
―
す
べ
て
の
人
が
共
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
― 

７
月
は（
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
）強
調
月
間
で
す 

 　
す
べ
て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。 

　
立
ち
直
り（
更
生
）に
は
本
人
の
意
欲
と
併
せ
、本
人
を

取
り
巻
く
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。 

　
し
か
し
、「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
す
る
」「
罪
を
犯
し
た

人
に
直
接
手
を
差
し
の
べ
る
」な
ど
と
大
上
段
に
構
え
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　 

　
人
が
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
過
程
に
は
、恵
ま
れ
な
い
家

庭
環
境
や
周
囲
の
人
の
心
な
い
言
動
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
の
積
み
重
ね
が
あ
り
ま
す
。 

　
犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域
社
会
で
あ
り
、ま

た
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年
が
帰
り
、更
生
す

る
場
所
も
地
域
社
会
で
す
。 

　
な
ど
、私
た
ち
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
出
来
る
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
、少
年
非
行
の
実
態
を
認
識
し
て
、

地
域
環
境
浄
化
に
心
が
け
る
と
と
も
に
、罪
を
犯
し
た
人

た
ち
や
非
行
を
し
た
少
年
の
立
ち
直
り
を
温
か
い
目
で

見
守
り
つ
つ
、援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
、明
る
い
社
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

■
　
家
庭
や
地
域
住
民
の
絆
を
強
め
る
こ
と 

■
　
子
ど
も
に
善
悪
の
け
じ
め
を
き
ち
ん
と
教
え
る 

■
　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
助
け
る
催
し
を
地
域
で
行
う 

　
近
年
、犯
罪
が
深
刻
な
脅
威
と
し
て
社
会
の
重
大
な
関
心
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
平
成
14
年
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
後
、現
在
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、そ
の
数
は
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。特
に
、一
般

刑
法
犯
検
挙
人
員
中
の
再
犯
者
人
員
お
よ
び
再
犯
率
は
、近
年
、増
加
・
上
昇
傾
向

に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
情
勢
の
背
景
と
し
て
、家
庭
や
学
校
に
お
け
る
躾
教
育
の
問
題
の
ほ

か
、都
市
化
に
伴
う
近
隣
住
民
の
人
間
関
係
の
希
薄
化
に
よ
っ
て
地
域
の
犯
罪
や

非
行
を
抑
止
す
る
力
が
減
退
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
法
務
省
　
主
唱
） 

 
小
郡
市
　｢

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動｣

　
実
施
委
員
会 

 

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」と
は 

犯
罪
の
芽
を
摘
む
地
域
社
会 

現
在
の
犯
罪
の
傾
向
・
背
景
に
つ
い
て 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 
第57回第57回統一標語統一標語

し
つ
け 
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平成１９年４月から、高齢者の方むけに不動産を担

保に生活資金を貸し付ける制度がはじまりました。

平成１９年４月から、高齢者の方むけに不動産を担

保に生活資金を貸し付ける制度がはじまりました。

○今回、長年住み慣れた住居に住み続けながら、居住用不動産を担保に生活資金

を貸し付ける、「要保護世帯向け長期生活資金」（新貸付制度）がもうけられました。

○居住用不動産をお持ちの人は、生活保護に優先して、まずこの貸付金を利用し

ていただくことになります。

　新貸付制度の利用が可能な場合には、生活保護は適用されません。あわせて、居

住用不動産を担保として生活資金を貸し付ける制度であるため、推定相続人に相

続されない可能性があります。

　貸付の対象外の場合は、他の要件を満たせば生活保護が適用されます。なお、貸

付限度額まで貸付金を利用し、貸付が終了した後、要件を満たす場合には、生活保

護の適用を行います。

○生活保護制度は、生活に困窮した人がその利用しうる資産・稼働能力、その他あ

らゆるものの活用を図っても、なお最低限度の生活が維持できない場合に適用さ

れるものです。ですから、居住用不動産についても、これを活用していただくこと

が生活保護を適用するための要件になります。

　今回の新貸付制度の創設およびこれに伴う生活保護制度における居住用不動

産の取り扱いの見直しにつきましても、このような観点から実施するものですの

で、なにとぞご理解いただきますようお願いいたします。

要保護世帯向け長期生活資金の概要要保護世帯向け長期生活資金の概要
・対象不動産　　評価額５００万円以上の不動産

・貸付限度額　　居住用不動産の評価額の７０％程度（集合住宅は５０％程度）

・貸付月額 　　原則として、生活扶助基準額の１．５倍から収入充当額を差引いた額

・連帯保証人　　不要

・償還時期 　　借受人死亡時

・実施主体 　　福岡県社会福祉協議会

　＊貸付にあたっては、まず福祉事務所において貸付要件に該当するかどうか

簡易な審査を行ったうえで、福祉事務所を経由して福岡県社会福祉協議会への

貸付申し込みを行っていただく事になります。

問い合わせ先　福祉課生活福祉係☎７２−２１１１内線４４４・４４５
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　皆さんのご協力により分別された資源ごみ、ところが分別して出すだけでは

リサイクルされるとは限りません。資源ごみとして回収され、リサイクルするに

は、単一素材であること（例えばペットボトルならキャップ、ラベルを外して出す。

ビンはふたを取って出す）、さらに容器等の中に中身が残っていたり、汚れてい

ないことが必要です。中身が残っていたり、汚れがひどいペットボトル等は、分

別して出されたにもかかわらず、リサイクルできず焼却される場合もあります。

　皆さんが分別して出されたペットボトルを100％リサイクルできますようこれからも

資源ごみの分別収集にご協力をお願いいたします。

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

×
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル

不
燃
物
・
ビ
ン
・
粗
大
ご
み
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い

燃
え
る
ご
み
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い 燃えるごみとして出して下さい。

キャップ

ラベル

問い合わせ先　生活環境課　☎７２−２１１１　内線１５２・１５３

資源ごみの分別回収にご協力ください資源ごみの分別回収にご協力ください

出される人の持ち運びや、収集運搬が効率よ

くできますよう、つぶして出してください。

ペットボトルの識別表示マーク

清涼飲料、しょうゆ、酒類、乳飲料
等用のペットボトルには、ラベル
部分やボトルの底にこのマークが
ついています。

プラスチックの識別表示マーク

清涼飲料、しょうゆ、酒類、乳飲料
等用以外のペットボトルおよびプ
ラスチック製ボトルにこのマーク
がついています。

◎取りはずしにくい
　しょうゆボトルの中
　栓や、キャップをはず
　した後に残るリング
　は無理に取る必要は
　ありません。そのまま
　排出してください。
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　ここ数年ゲリラ的な集中豪雨が降り、全国各地で

大きな災害が発生しています。いつ、このような雨

が私達の街に襲いかかるかわかりません。

　災害時の心得としては、自分の身は自分で守る「自

助」が基本的な考えであり、十分な事前対策が必要

です。非常持ち出し品をすぐ手にとれる場所に用意

したり、家族内で避難経路、避難場所や連絡方法に

ついて、話し合っておくことが重要です。

　短時間のうちに狭い地域に集中して大量の雨が降ることをいいます。集中豪雨は梅雨の時期や台風

シーズンに発生しやすく、狭い地域に限定して起こる現象であるため、予測が難しい面があります。

開こう！我が家の防災会議開こう！我が家の防災会議開こう！我が家の防災会議

発行　三井消防署

☎７２−５１０１（代）

　　

□　飲料水（１人あたり3ℓ必要）

□　食料（カンパン・缶詰類）

□　携帯ラジオ

□　懐中電灯(予備電池）

□　ヘルメット

□　ロウソク

□　ライター

□　ナイフ・ロープ

□　救急箱

□　貴重品(保険証券・印鑑・通帳)

□　その他（軍手・下着・タオルなど）

・避難の方法、連絡方法は？

・身近な所に危険箇所はないかな？

・避難場所はどこかな？

・避難経路に危険箇所はないかな？

・非常持ち出し品の準備は？

久留米市の一部（旧田主丸町、旧北野町、旧三潴町および旧城島町）、小郡市、うきは市、大刀洗町および大木町の３市

２町の消防業務に従事します。

○採用予定人員　消防吏員６人程度

○受験資格　昭和58年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた人

○第1次試験・試験日　10月14日（日）

・試験会場　大原中学校（小郡市小郡772）

・試験内容　筆記試験、体力検査

○採用時期　平成20年４月１日予定

※採用試験申込書は下記の消防本部および各消防署で配布。郵便で請求する場合は、120円切手を貼った返信用封

　筒（Ａ４サイズ）を同封して、消防本部の送付先に郵送してください。

○申込期間　７月13日（金）〜８月31日（金）

○申込先

・持参の場合　①福岡県南広域消防組合消防本部総務課☎43−8119　②三井消防署庶務課☎72−5101

　　　　　　　③浮羽消防署庶務課☎0943−72−4193　④三潴消防署庶務課☎62−2185まで

・郵送の場合　申込書に記入し、80円切手を同封のうえ、配達記録郵便で送付

　　　　　　　（送付先）福岡県南広域消防組合消防本部総務課〒839−0815久留米市山川沓形町３−15

集中豪雨とは？

※災害が起こってからでは間に合いません。

普段から、非常持ち出し品を用意しておきま

しょう。
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固 定 資 産 税

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

下水道受益者負担金

西日本シティ銀行市役所内派出所の

窓口開設時間

○開設時間　午前9時〜午後4時45分

平成１９年６月１日現在
（　）は前月比

人　口　　58,643人
（＋ 7 7人）

　男　　　27,892人
（＋ 2 3人）

　女　　　30,751人
（＋ 5 4人）

世帯数　20,780世帯
（＋ 3 6世帯）

鳥栖山笠　　　　 　 　  〈鳥栖市〉
　昭和３年に始まった勇壮な鳥栖山笠は、６基の

山車と３基の子ども山が「わっしょい！わっしょ

い！」の掛け声とともに市街地を勢いよく駆け抜

けます。

　期日　７月14日（土）〜15日（日）

　時間　午後１時10分　鳥栖八坂神社出発

　問い合わせ先　鳥栖山笠奉賛会（鳥栖商工会議

　所内）☎83−3121

第２０回きのくに祭り　　  <基山町>

　駅前通りを歩行者天国にして、町民の夏祭りと

して毎年行われています。祭りでは、パレード、餅

まき、綱引き大会、サマーダンスライブなどが行わ

れます。出店なども多数あり夏のイベントとして

大いににぎわいます。

　日時　７月21日（土）12：15〜20：30

　場所　ＪＲ基山駅前周辺

　問い合わせ先　基山町商工会☎92−2653

　基山町観光協会（町経済課内）☎92−7945

吉井祇園祭　　　 　 　  〈うきは市〉
　見事な飾り山笠、祇園囃子、夜店、ステージでに

ぎわう夏の風物詩です。

　期日　７月21日（土）〜22日（日）

　場所　祇園神社（うきは市吉井町）

　問い合わせ先　うきは市観光協会吉井支局

　☎0943−76−3980

第１８回筑後川温泉「水と炎の夕べ」
　　　　　　　　　　　　　〈うきは市〉
　屋形船（花船）、流水大噴水のライトアップ、川岸

のかがり火、屋台（有料）が楽しめます。

　期日　７月21日（土）〜27日（金）

　場所　筑後川温泉川岸

　問い合わせ先　うきは市観光協会

　☎0943−77−5611

第３２回筑後川温泉花火大会  〈うきは市〉
　4000発の打ち上げ花火と仕掛け花火が迫力満

点。地元商工会のお祭り広場や70店の夜店も楽し

いですよ。

　期日　７月28日（土）

　場所　筑後川温泉河川敷

　問い合わせ先　うきは市観光協会

　☎0943−77−5611

第３６回水の祭典久留米まつり  <久留米市>

　前夜祭、はっぴぃ広場、パワーストリート、太鼓

響演会、１万人のそろばん総踊りなど

　期日　８月３日（金）〜４日（土）

　問い合わせ先　くるめ水の祭典振興会事務局

　☎31−1717

筑後川花火大会　 　 　  〈久留米市〉
　約１万８千発の花火が２か所で同時に上がりま

す。篠山会場では、ナイアガラや尺玉も予定。

　日時　８月５日（日）19：40〜21：10

　※悪天の場合７日、９日、11日に順延

　場所　久留米城跡下河川敷、水天宮下河川敷

　問い合わせ先　大会事務局

　☎32−3207

第５２回大川花火大会　　　  〈大川市〉
　半世紀を越えた大川花火大会。約6000発の花火

が大川の夜空を焦がす真夏の夜の祭典。

　期日　８月10日（金）

　場所　筑後川総合運動公園

　問い合わせ先　大川観光協会（市インテリア課内）

　☎0944−87−2101

“ちくご遊学”久留米広域圏の情報をホームペー

ジでご覧いただけます。

アドレス  http://www.kttnet.co.jp/kurume-koiki/

iモード  http://www.kttnet.co.jp/kurume-koiki/i

今月は

の納付月です。
納付には便利な口座振替を！
収納課（内線１３２〜１３３）

国保年金課（内線４２４〜４２５）

介護保険課（内線４５２〜４５４）

下水道課（内線３４２）

ひとのうごき編

集

後

記
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結婚したい！。貴郎と貴女に結婚したい！。貴郎と貴女に

素敵な出逢いを素敵な出逢いを
プロデュースプロデュース

☆相談無料☆相談無料
☆豊富な資料☆豊富な資料
☆ご家族の相談もOK!☆ご家族の相談もOK!

▲アドバイザーアドバイザー▲

前久留米市議
　　  中島 昌明
前久留米市議
　　  中島 昌明
元高校教師
　　　 中島 勝子
元高校教師
　　　 中島 勝子

NPO法人西日本ブライダル協会会員

久留米市城島町江島280-1

TEL/FAX0942-62-3669（夜間もOK)

結婚相談室　ジョイント・希望
NPO法人西日本ブライダル協会会員

久留米市城島町江島280-1

TEL/FAX0942-62-3669（夜間もOK)

結婚相談室　ジョイント・希望

※
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を
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す
。
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総
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・
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線
２
４
２ 

― 32 ―


